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①リーダーとしての心得
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ルールへの考え方

三流は、ルールを無視し、

二流は、ルールは絶対と考え、

一流は、ルールは変わっていくものと考える

3



威厳のあるリーダーより共感されるリーダーになる

傾聴する

自己開示する

やる理由をしっかり説明する
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部下のモチベーションに対して

三流は、モチベーションなんて関係ないと考え、

二流は、モチベーションを上げようとし、

一流は、モチベーションを下げないようにする
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部下とは上下関係はない

すべてにおいて部下に勝とうとしてはいけない

自己開示をして人間味を出す

部下が部下を育てる仕組みをつくる

部下に権限と責任を与える

報連相は上司から

部下の長所へ目を向ける

部下に接する心構え



②部下マーケティングをする
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部下マーケティングをする
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この仕事を選んだ動機

相手が大切にしている仕事

夢・目標

日々の不安

得意なこと、不得意なこと

趣味

喜んでいたこと・怒っていたこと

チームのメンバーごとに、
部下ノートを作成する
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部下ノートの例



部下のモチベーションの源泉を知る
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モチベーションが上がる仕事・下がる仕事

入社してから今までのモチベーションをグラフにしてみる

モチベーションの下がる時期を確認（月単位・週単位・1日単位）



③ほめ上手になるための心得
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ほめ上手になるために取り外しておきたい3つの思い込み

おだてているように思われるのではないか

ほめると相手がつけ上がる

ほめるところなんか見つからない
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相手をほめることのメリットって何だろう？

承認欲求を満たすため

相手が自信を持ち、持ち前の能力を発揮することができるため

ほめるところを探そうと、相手の長所に目を向けられる

正しいことを自覚させ、再現性を高めるため
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ほめる体質を作っていくためのポイント

最初は質より量で勝負する（回数の目標設定をしよう）

短所より長所へ目を向ける
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短所を長所に変換してほめる要素にしましょう
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短所 長所

話しベタ
聞き上手。相手から情報を引きだ
すことができる

言い方がきつい ビシッと指摘できる

すぐ怒る いつも真剣

大雑把
全体像が把握できる。まとめるの
が上手い

飽きっぽい 好奇心旺盛

新しいことに挑戦しない 堅実である

理屈っぽい 論理的

行き当たりばったり 臨機応変

経験が少ない 既存の考え方にとらわれていない



④感情をコントロールする術を身につける
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感情を交えた「怒り」にしないためのセルフコントロール術

怒りをその場で紙に書き、紙に怒りを注入して鎮める

腹が立ったら深呼吸して10秒数える

怒りに点数をつけて鎮静化する

自分の心を落ち着かせる「魔法の言葉」を用意しておく

自分が怒りやすいのはいつ、どんな時かを把握しておく
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⑤効果的な褒め方をマスターする

～褒めるのが苦手でなくなる～
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何が相手に印象を与えるか？

視覚情報

（見た目・外見・しぐさ）

55%

聴覚情報

（声の大きさ・話すスピード）

38%

話の内容

7%

ほめる時は言葉以外にも注意しましょう！
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非承認ワードを手放しましょう（否定思考の排除）
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•でも

•どうせ

•だからさあ
３Dワード

•そんなはずはない

•絶対に

•君は間違っている
断定的な言葉

•はあ？

•言っていることがまったくわからない

•何が言いたいのかまったくわからない

•～ていうか

否定的な言葉



承認ワードを常用して肯定的思考を持ちましょう
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•確かに

•そうなんだ

•なるほど
受け止め言葉

•それをもっと話してもらえる？

•くわしく教えてくれるかな？

•それでそれで？
話を促進する言葉

•そんな考え方もあるね

•そうくるか

•面白いね

•驚いたね

真逆の意見を受け止
める言葉



ほめ上手になるための7つの習慣

1日1回、自分を褒めるようにする

あいさつ+ほめ言葉をかける

Iメッセージを使う

短所を長所に変換してほめる要素にする

第三者を使ってほめる

叱りながらほめる

相槌でほめる
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YOUメッセージからIメッセージへ
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Youメッセージ
山田君はプレゼン資料の作り方が上手だね

◆Iメッセージ
山田君のプレゼン資料の作り方は上手だなと思うよ。
山田君、いつもわかりやすいプレゼン資料を作ってくれて
本当に助かっているよ。

◆Weメッセージ
山田君のプレゼン資料の作り方は上手だなってこの前、部長との話に出て来たよ。
山田君の作ったプレゼン資料、わかりやすいって、お客様も喜んでいたよ。



YOUメッセージからIメッセージへ
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Youメッセージ
石井さんって仕事が早いね

◆Iメッセージ
石井さん、いつも期日より前に、書類を仕上げてくれて本当に助かっているよ。

◆Weメッセージ
石井さんがいつも前倒しで仕事を仕上げてくれるから、本当に助かるって、青木
主任と昨日の夜も話していたんだよ。



叱りながらほめる方法

ほめる 叱る ほめる

サンドイッチ法
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行動特性タイプ別分類

アナライザー

（分析家）

過程重視

コントローラー

（支配者）

成果重視

サポーター

（補助者）

協力重視

プロモーター

（発明家）

個性重視
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課題中心型

人間中心型

受
信
型

発
信
型



タイプ別の効果的なほめ方

•短所と長所をひっくり返す

•当たり前のことをほめる

•他の人と比較するのではなく、過去のその人と比較する
経験が浅いタイプ

•Iメッセージを使って教えを請う

•武勇伝・自慢話を引きだす支配者タイプ

•具体的根拠・数字を使ってほめる

•技術をほめる分析家タイプ

•さ行ほめ言葉を使ってほめる

•過剰気味にほめる

•アメとムシ理論を使う
発明家タイプ

•陰の部分をほめる

•Weメッセージを使う補助者タイプ
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⑥効果的な叱り方をマスターする

～間違った叱り方は非常に危険～
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